
   

 

 

富士山 世界遺産登録１０周年 

  校  長 佐藤 哲洋  
私は、富士山が世界遺産に登録された 10 年前、静岡県の富士山世界遺産課に勤務し、富士

山の世界遺産登録に関わる仕事をしていました。ですから、世界遺産登録 10 周年に対しては
感慨深いものがあります。富士山は 2013 年６月、カンボジアで開催された世界遺産委員会で
世界遺産登録が決まりました。世界遺産というのは、「人類や地球にとってかけがえのない価
値をもつ建造物や遺跡、自然環境等の人類共通の宝物」のことです。この宝物を「世界遺産」
として守り、次の世代へ確実に伝えていくという世界的な取組がユネスコという国際機関を
中心に行われています。現在世界には、世界遺産が 1157 件登録されています。さらに細かく
分けると、世界遺産には、文化遺産、自然遺産、複合遺産があります。文化遺産は建造物や
遺跡、文化的な景観等のことで 900 件あり、自然遺産は地形や地質、生物の生息地等のこと
で 218 件あります。複合遺産は、文化遺産の価値と自然遺産の両方の価値をもつものとして
39 件あります。富士山はその文化遺産 900 件のうちの 1 つということになります。 
では、富士山は世界遺産としてどのような価値をもっているのでしょうか？大きく２つの

価値があります。1 つ目は、「信仰の対象」としての価値です。古くから自然に対する信仰の
伝統をもっていた日本人は、噴火を繰り返す火山として恐れる一方で、湧き水をはじめとす
る自然の恵みを与えてくれる富士山に対して尊敬の思いをもっていました。噴火が頻繁に起
こっていた古代は「遥拝」といって遠くから「拝む山」でした。噴火活動が鎮まってくると、
修験者が「修行する山」になり、さらに、江戸時代には「富士講」という登山グループが現
れたように、富士登山することが祈りとなる「登拝」つまり、「登る山」になっていきます。
このように、富士山は人々の幸せを願う思いと深い関わりをもっている山であると言えます。
２つ目は「芸術の源泉」としての価値です。富士山は国内外を問わず、様々な芸術作品に大
きな影響を与えています。葛飾北斎の浮世絵「富嶽三十六景」はその象徴的な作品で、海外
の画家にも広く知られているところです。富士山の美しさは今も昔も多くの人を魅了してい
ると言えます。 
私は、このような富士山の世界遺産としての価値が確かなものであることを証明するため

に、ユネスコに提出する推薦書の作成や事前調査での説明に関する業務、そして、世界遺産
となった後、富士山の価値を守るためにはどうすればよいのかについて、具体的にまとめる
業務にあたっていました。富士山の世界遺産登録には、数え切れないほど多くの人たちが関
わっていて、私も、富士山の自然、歴史、噴火、環境、観光、交通等に関することや富士登
山の安全に関することなどを研究している人たち、山小屋の方々、森林関係者、道路関係者
等、富士山を愛する多くの方々に教えていただいて、仕事をしてきました。言うまでもなく、
富士山の世界遺産登録は多くの人たちの力と苦労、努力によって成し遂げることができたと
思っています。 
このことは、私たちの生活も一緒で、何かを成し遂げることは簡単なことではなく、様々

な人たちと関わりながら、創り上げることができるものです。例えば、今、熱戦が繰り広げ
られている中体連の大会もそうです。皆さんが安全に、安心して大会に臨めるように支えて
くださっている人たちがいます。もちろん競技者の頑張りもあります。また、今日は、矢立
祭の実行委員会がありますが、矢立祭運動の部、文化の部を創り上げるためには、全校生徒、
全先生方の力が必要です。「チーム一中」、一人一役で取り組むことで、矢立祭を成功に導く
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ことができます。そして、私たちは、何事も多くの人たちと協働的に関わりながら物事を成
し遂げる経験を繰り返して成長することができるのです。 
この１学期、皆さんは様々な人と関わりながら活動し、生活面でも、学習面でも多くの成

果を得たと思います。さらに、改善できることは何かを考え、行動して、これからの生活が
今より一層充実したものになるよう努力していきましょう。また、熱中症やけが、交通事故、
水難事故等にも十分注意して、楽しい夏休みを迎えることができるようにしましょう。今月
もよろしくお願いします。                【７月４日 全校集会より】 

 

 

 

 

 

 

 

７・８月の行事予定 
７月１５日（土）～中体連県大会 

２１日（金）１学期終業式 

２３日（日）陸上中体連市内大会 

２６日（水）市内中学生囲碁大会 

２８日（金）東部地区吹奏楽コンクール 

８月１４日（月）～１８日（金） 

学校閉庁日 

２５日（金）２学期始業式 

令和５年度富士宮市中体連大会 
 ６月３日（土）から７月９日（日）にかけて、３年生にとって中学校生活最後の大会である中体連の市内

大会が行われました。今年度は、観客についての制限も緩和され、各会場では、温かい声援に包まれながら、

熱い試合が繰り広げられました。 

＊祝・中体連上位大会進出速報＊ 
【全国大会】 陸上:佐野萊夢さん 

【県大会】 野球（25 日）、柔道団体、柔

道個人：渡邉碧生さん（25･26 日）、水泳：

上杉興永さん・榊原天さん・宇佐美凱有さ

ん（26 日）、陸上 19 名（15・16 日） 

卓球個人：望月建二郞さん（８月１日） 

御礼：第１回資源回収 
６月 18 日（日）の一中ＰＴＡ資源回収への御協力ありがとうございま

した。市のリサイクル助成金と合わせて 78,720 円の収益がありました。 

２学期に第２回を予定しています。ご協力よろしくお願いいたします。 

注意：自転車事故 
先月号でもお伝えしましたが、一中生が絡む自

転車事故がさらに複数報告されています。学校で

も指導しておりますが、ヘルメットをかぶり、交

通ルールを守り、自転車通学でない生徒も事故や

危険を予測しながら十分に気をつけて自転車に乗

るようにご家庭や地域でもご指導お願いします。 

危険箇所：黒田小から田中南交差点の区間 

危険時刻：登校時間帯 

卒業生一日先生    ６月２０日（火） 

（株）シンコーラミ工業の代表取締役社長、

河原﨑様を講師にお招きして「信頼関係」を

テーマに講演をしていただきました。今後の

生き方を考える機会となりました。 

お知らせ 

体育館の長寿命化工事が始

まりました。２月２９日まで体

育館周辺が立入禁止です。 


